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一般質問

鷹の台駅改札前の段差と傾斜

困
難
を
抱
え
る
人
の 

就
労
支
援
に
つ
い
て

質
問　

①
障
害
者
就
労
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
と
の
連
携
は
。

　

②
短
時
間
な
ら
働
け
る
障
害
の
あ

る
人
等
へ
の
庁
内
で
の
雇
用
創
出
は
。

　

③
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

就
労
を
見
据
え
た
進
路
相
談
等
は
。

　

④
生
活
困
窮
者
へ
の
就
労
支
援
は
。

市
長　

①
就
労
前
は
市
役
所
で
実
習

に
よ
る
訓
練
、
就
労
後
は
就
労
企
業

へ
の
訪
問
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
就

労
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

　

③
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
学
校
や

障
害
者
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
っ
と
等
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

　

④
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援

員
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
職
業

紹
介
等
し
て
い
る
。
直
ち
に
就
労
を

目
指
す
こ
と
が
難
し
い
人
に
は
社
会

能
力
形
成
を
促
す
支
援
等
し
て
い
る
。

市
民
自
治
で
さ
ら
に 

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

質
問　

小
平
市
自
治
基
本
条
例
制
定

後
、
参
加
と
協
働
を
推
進
し
て
き
た

成
果
と
課
題
は
。

市
長　

参
加
の
成
果
は
考
え
方
等
が

浸
透
し
て
き
た
こ
と
、
課
題
は
市
民

参
加
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

協
働
の
成
果
は
市
民
活
動
団
体
等
の

自
立
的
な
地
域
課
題
へ
の
関
わ
り
等

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
、
課
題
は
広

が
り
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

市

民

菜

園

を 

開

設

す

る

た

め

に

質
問　

①
閉
園
と
な
る
市
民
菜
園
利

用
者
３０１
人
へ
の
新
た
な
菜
園
確
保
は
。

　

②
補
助
対
象
事
業
と
し
て
市
民
農

園
整
備
を
位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
。

市
長　

①
確
保
は
難
し
い
。

　

②
今
後
、
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
と
連

携
し
農
家
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

特
別
支
援
学
級
通
学
バ
ス
の 

運
行
の
在
り
方
に
つ
い
て

質
問　

①
通
学
バ
ス
運
行
事
業
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
状
況
は
。

　

②
バ
ス
の
定
員
７５
人
に
対
し
、
令

和
３
年
は
対
象
児
童
が
３６
人
だ
っ
た

が
、空
席
に
乗
車
は
で
き
な
い
の
か
。

　

③
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
乗
車
の
運
行
モ

デ
ル
を
実
施
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

①
乗
降
場
所
等
に
つ
い
て

委
託
事
業
者
に
相
談
等
を
し
て
い
る
。

　

②
児
童
の
実
態
に
応
じ
一
部
柔
軟

な
対
応
も
し
て
い
る
が
、
対
象
は
原

則
３
年
生
修
了
時
ま
で
と
し
て
い
る
。

　

③
保
護
者
や
関
係
者
の
協
力
が
必

要
に
な
る
た
め
慎
重
に
検
討
す
る
。

配
付
さ
れ
た
学
習
端
末
の 

修
理
対
応
に
つ
い
て

質
問　

持
ち
帰
り
時
の
故
障
等
の
保

険
加
入
等
を
支
援
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

保
険
商
品
は
多
岐
に
わ
た

り
、
保
険
料
は
最
も
安
価
で
も
年
間

約
２
千
万
円
と
な
る
た
め
難
し
い
。

鈴
木
遺
跡
の
魅
力
を 

も
っ
と
発
信
し
よ
う

質
問　

①
小
平
市
立
小
・中
学
校
で
、

鈴
木
遺
跡
を
取
り
扱
っ
た
授
業
等
は

実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

　

②
鈴
木
遺
跡
を
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
ど
う
活
用
し
て
い
く
予
定
か
。

教
育
長　

①
小
・
中
学
校
の
社
会
科

に
お
い
て
、
市
作
成
の
副
読
本
を
参

照
し
な
が
ら
鈴
木
遺
跡
を
扱
っ
た
学

習
を
進
め
る
な
ど
し
て
い
る
。

市
長　

②
令
和
４
年
度
策
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
る
国
史
跡
鈴
木
遺
跡

保
存
活
用
計
画
の
中
で
、
地
元
自
治

会
や
地
域
関
係
者
と
の
情
報
共
有
や

連
携
協
力
を
図
り
、
地
域
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
史
跡
の
保
存
活
用
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

物
価
高
騰
の
影
響
が
著
し
い
農
業 

資
材
等
に
つ
い
て
今
後
の
対
策
は

質
問　

①
市
と
し
て
物
価
高
騰
へ
の

対
策
と
し
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
。

　

②
学
校
給
食
の
食
物
残ざ

ん

渣さ

を
利
用

し
た
堆
肥
化
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
と
今
後
の
展
開
は
。

市
長　

①
令
和
４
年
７
月
か
ら
農
業

生
産
資
材
費
高
騰
臨
時
対
策
補
助
金

を
創
設
し
た
。
そ
の
中
で
肥
料
の
高

騰
対
策
と
し
て
肥
料
購
入
費
の
３０
％
、

１０
万
円
を
上
限
に
補
助
し
て
い
る
。

　

②
令
和
３
年
度
実
績
は
約
１７
㌧
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
学

校
給
食
の
食
物
残
渣
を
利
用
し
堆
肥

化
も
含
め
た
資
源
化
に
努
め
て
い
く
。

い
じ
め
重
大
事
態
に
関
し
て
の
、 

事
実
に
反
す
る
答
弁
に
つ
い
て

質
問　

市
や
教
育
委
員
会
の
答
弁
が

事
実
に
反
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
そ
の
後
、
議
会
で
訂
正
が
さ
れ

な
い
ケ
ー
ス
は
内
部
統
制
の
対
象
か
。

市
長　

地
方
自
治
法
上
の
内
部
統
制

制
度
の
取
組
で
は
な
い
が
、
総
合
的

に
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
仕
組
み
構
築

に
向
け
、
事
務
処
理
に
お
け
る
リ
ス

ク
対
応
と
し
て
本
年
８
月
か
ら
試
行

運
用
を
開
始
し
た
。
市
の
行
財
政
運

営
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
生
じ
、

市
民
の
信
頼
を
損
ね
る
こ
と
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
リ
ス
ク
全
般
を
対
象

と
し
、
議
会
答
弁
の
誤
り
も
１
つ
の

リ
ス
ク
と
考
え
ら
れ
る
。
誠
実
で
間

違
え
の
な
い
答
弁
を
行
う
こ
と
は
説

明
員
と
し
て
当
然
に
認
識
し
て
い
る
。

東
京
サ
レ
ジ
オ
学
園
北
側
の 

大
規
模
開
発
に
つ
い
て

質
問　

事
業
主
の
責
務
に
つ
い
て
、

ど
う
す
れ
ば
、
市
民
と
共
に
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
か
。

市
長　

事
業
主
と
周
辺
住
民
が
相
手

の
立
場
を
尊
重
し
譲
り
合
い
の
精
神

で
自
主
的
に
協
議
す
る
こ
と
や
、
地

域
に
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
が
あ
る
場

合
、
課
題
解
決
の
た
め
相
互
に
建
築

協
定
等
の
検
討
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

〇
第
四
小
学
校
に
設
置
す
る
自
閉
症・

情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
に
関
し
特

に
全
学
年
で
通
学
バ
ス
を　

外
２
件

教
育
現
場
に
お
け
る
国
葬 

問
題
と
教
育
環
境
の
充
実

質
問　

①
９
月
２７
日
の
国
葬
で
教
育

委
員
会
と
し
て
半
旗
掲
揚
の
通
知
を

学
校
へ
送
ら
な
い
こ
と
、
学
校
や
教

職
員
に
対
し
弔
意
の
表
明
を
強
制
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
が
見
解
は
。

　

②
老
朽
化
等
の
た
め
に
使
用
で
き

な
い
プ
ー
ル
が
市
立
小
・
中
学
校
で

何
校
あ
る
の
か
。

　

③
教
室
の
エ
ア
コ
ン
が
経
年
劣
化

の
た
め
効
き
が
悪
く
な
っ
て
い
る
事

例
の
発
生
件
数
は
。

教
育
長　

①
学
校
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
現
段
階
で
は
教
育
委
員
会
と
し

て
特
段
の
対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

　

②
現
時
点
で
は
小
学
校
で
３
校
、

中
学
校
は
な
い
。

　

③
昨
年
度
の
不
具
合
発
生
等
に
よ

る
エ
ア
コ
ン
の
修
繕
件
数
は
市
立
小・

中
学
校
合
わ
せ
て
３５
件
で
あ
る
。

鷹
の
台
公
園
と
鷹
の
台
駅
周
辺 

地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て

質
問　

鷹
の
台
駅
改
札
前
に
お
け
る

１０
㌢
メ
ー
ト
ル
の
段
差
と
傾
斜
の
解

消
を
望
む
声
が
視
覚
障
害
の
あ
る
人

や
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
る
人
か
ら

上
が
っ
て
い
る
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
向
け
た
検
討
状
況
は
。

市
長　

既
存
の
道
路
の
高
さ
を
上
げ
、

改
札
前
の
傾
斜
を
緩
め
る
こ
と
で
、

可
能
な
限
り
段
差
と
傾
斜
の
改
善
を

図
る
予
定
で
あ
る
。
年
内
の
完
了
を

目
途
に
進
め
て
い
る
。

ペ

ッ

ト

と

一

緒

に 

住
み
や
す
い
ま
ち
へ

質
問　

①
令
和
元
年
６
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
、
狂
犬
病
予
防
注
射
の

接
種
数
と
注
射
済
票
の
交
付
件
数
は

減
少
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の

後
の
動
向
は
。

　

②
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付

が
行
え
る
病
院
は
令
和
元
年
時
点
で

１０
か
所
だ
っ
た
が
、
広
が
り
は
。

市
長　

①
令
和
元
年
度
５
千
７
百
２２

件
、
２
年
度
５
千
６
百
５０
件
、
３
年

度
５
千
８
百
１２
件
で
一
時
的
な
微
減

に
と
ど
ま
り
、
多
く
の
飼
い
主
に
は

予
防
注
射
の
必
要
性
を
十
分
認
識
し

て
も
ら
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

②
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
市
内
１１

か
所
と
な
っ
て
い
る
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
に
向
け
て

質
問　

①
上
半
身
裸
や
衣
服
を
ま
く

る
形
で
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
る
小・

中
学
校
で
、
児
童
・
生
徒
か
ら
相
談

等
が
あ
っ
た
際
の
対
応
は
。

　

②
ス
ク
ー
ル
水
着
や
ラ
ッ
シ
ュ
ガ

ー
ド
の
指
定
要
件
緩
和
へ
の
見
解
は
。

教
育
長　

①
健
康
診
断
時
の
脱
衣
に

つ
い
て
数
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
各
学
校
に
お
い
て
相
談
内
容

に
応
じ
た
個
別
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　

②
各
学
校
で
児
童
・
生
徒
の
実
態

等
に
応
じ
て
要
件
が
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
と
し
て

要
件
緩
和
を
指
示
す
る
考
え
は
な
い
。

事
実
に
反
す
る
答
弁
を
許
す
の
か
／

東
京
サ
レ
ジ
オ
学
園
北
側
の
開
発
等

安
竹
洋
平
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

鈴
木
遺
跡
の
魅
力
発
信
／
物
価
高
騰
の

影
響
著
し
い
農
業
資
材
等
の
対
策

岡
田
し
ん
ぺ
い
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
住
み
や
す
い
ま
ち
へ
／

よ
り
よ
い
学
校
生
活
に
向
け
て

吉
本
ゆ
う
す
け
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

市
民
菜
園
開
設
を
／
特
別
支
援
学
級

通
学
バ
ス
／
学
習
端
末
の
修
理
対
応

外
山
ま
な
み
議
員

（
政
和
会
）

困
難
を
抱
え
る
人
の
就
労
／
市
民

自
治
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

さ
と
う
悦
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

東
部
地
域
の
地
域
課
題
等
に
つ
い
て
／

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
へ

き
せ
恵
美
子
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

教
育
現
場
の
国
葬
問
題
、
教
育
環
境
の

充
実
／
鷹
の
台
駅
周
辺
の
諸
課
題

鈴
木
だ
い
ち
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

東

部

地

域

の 

地
域
課
題
等
に
つ
い
て

質
問　

①
喜
平
橋
南
東
角
の
マ
ン
シ
ョ

ン
西
側
の
歩
道
は
狭
く
危
険
で
は
。

　

②
武
蔵
野
団
地
に
お
け
る
道
路
改

良
工
事
の
進
捗
状
況
と
完
了
予
定
は
。

市
長　

①
東
京
都
施
行
の
歩
道
拡
幅

を
含
む
交
差
点
の
改
良
事
業
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
用
地
取
得
が
難
航
し

て
い
る
た
め
改
良
工
事
に
着
手
で
き

な
い
と
都
か
ら
聞
い
て
い
る
。
引
き

続
き
、
早
期
の
用
地
取
得
と
工
事
の

実
施
に
つ
い
て
都
へ
要
望
し
て
い
く
。

　

②
雨
水
排
水
能
力
の
向
上
や
、
有

効
幅
員
の
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

平
成
２３
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
お

り
、
令
和
３
年
度
ま
で
に
約
９０
％
が

整
備
さ
れ
、
令
和
４
年
度
中
に
完
了

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

今
こ
そ
核
兵
器
の
な
い 

平

和

な

世

界

へ

質
問　

①
広
島
、
長
崎
で
の
平
和
宣

言
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

②
平
和
首
長
会
議
総
会
へ
の
思
い

は
。

市
長　

①
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒

久
平
和
の
実
現
に
向
け
、
思
い
を
同

じ
く
す
る
世
界
の
人
々
と
共
に
力
を

尽
く
す
こ
と
を
誓
っ
た
力
強
い
宣
言

で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
貴
重
な
機
会
と
な
る
の
で
、
非

核
平
和
都
市
を
宣
言
し
て
い
る
自
治

体
と
し
て
、
今
後
の
取
組
の
参
考
と

な
る
よ
う
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。


